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心の安心につながります

リーフレットを
お守りに！
リーフレットを
お守りに！
リーフレットを
お守りに！

ケースに入れて首からさげたり、普段
使うバッグなどに入れて持ち歩こう！

名　　　　前
（ フ リ ガ ナ ）

ニックネーム

性　　　　別 男　・　女 血　液　型 型

生  年  月  日

住　　　　所

自宅の連絡先

家族の連絡先

家族の写真を貼りましょう！

アレルギー等
使　 用　 薬

年　　　　  月　　　　  日
（〒　　　-　　　　）

かかりつけの
病　　　　院

健康保険証

あなたにとって
大切なことを
書いて下さい

（　　　　　）
からの

メッセージ

パーソナルデータ

「考える力」が大切！
～発想力～

「考える力」が大切！
～発想力～

被災生活は不自由、不便。
しかし、知恵をしぼれば乗り切れます。

なければ作ろう！

新聞紙は・・・

食用ラップは・・・

スーパーの袋は・・・

おむつ

はらまき

スリッパ

傷口の
保護

お皿に巻く

直接圧迫止血
手で傷口を押さえよう

三角巾

●集団生活にたえられる力
　（助け合い、仲間づくり、思いやりなど）
●コミュニケーション力 ●友達をつくる力

●トライする力 ●心と身体を整える力
●体力 ●メンタル力 ●体調管理力

●地域の人へのあいさつ
●早寝早起き朝ごはん
●整理整頓、片付け
●お手伝い
●自分で出来ることは自分でする

キャンプ・アウトドア 日常生活学校生活 スポーツ

ふだん出来ていない事は「いざ」という時も出来ません。災害時に必要な「生きる力」を日常で養おう！ふだん出来ていない事は「いざ」という時も出来ません。災害時に必要な「生きる力」を日常で養おう！

●自然に触れられる力（潔癖にならない）
●食べる力（好き嫌い） ●危機察知力（勘）　
●遊べる力

知っておこう水の確保知っておこう水の確保

・お湯づくりは温度が上がる車
　の中にペットボトルを入れる
・水道水は常温で３日間保管で
　きます
・地域の水の出る場所を知って
　おきましょう！

お風呂に水をためておく
災害で困るトイレの作り方

（生活用水 180L）
❶45リットルぐらいのポリ袋
　を便器にかぶせる

❷便座を下げ２枚目のポリ袋
　（もえるゴミ袋）をかける

❸吸水のため、まるめた新聞
　紙（ペットシーツ
　など）を入れる

必要な物は一人ひとり違います
普段からケイタイしよう！普段からケイタイしよう！

飴、チョコ等
薬、歯ブラシ、絆創膏、髪ゴム、
ウェットティッシュ、マスク
笛、ペンライト、カイロ

食

衛　生

その他

災害で困るトイレの作り方

水が
出ない！

ガスが
使えない！

熊本地震でやくに立ったもの

着替え・
筆記用具等

ブルーシート

自転車
ヘルメット常備薬

魔法のジュウタン
！

魔法のジュウタン
！

防災ラジオ

電気が
止まった！

クーラー
ＢＯＸ

ソーラー式電池

被災生活で心のケアになるよ！被災生活で心のケアになるよ！

衛 生

モバイル
バッテリー

ホッとするアイテム！

普段から
充電を満タンに
しておこう！

防災リュックを作ろう！防災リュックを作ろう！防災リュックを作ろう！
支援はすぐこないので自分で備えよう！

中に入れる物は修学旅行やキャンプで持っていく物をイメージしよう！　　　
　　　　 ①自宅にあるものでそろえよう ②1泊２日分 ③１００円グッズを活用Point!Point!

災害から子どもの命を守る
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災害から子どもの命を守ろう
地震編～熊本市西区役所～

災害から子どもの命を守ろう
地震編～熊本市西区役所～

災害から子どもの命を守ろう災害から子どもの命を守ろう 平成28年に発生した熊本地震などの自然災害から命を守る為には
「備え」が必要です。その「備え」について、西区役所では地域に住んで
いるパパママ、おやじの会、主任児童員やＰＴＡ等の子育て関係者、
保健師、栄養士、歯科衛生士等の行政関係者とワークショップを行い
ました。

そこで提案された様々な意見を取り入れ、講師を担当された防災士
の柳原志保さんのアドバイスによりこのリーフレットを作成しました。
今後、防災訓練など地域の防災力を高める手段の一つとして、この
リーフレットをご活用していただけると幸いです。
（作成者　花園まちづくりセンター  地域担当職員）

頭を守る！

ダンゴムシポーズ テーブル下で頭を守る

三角スペースに逃げる

山にいたら
崖などから急いで
離れる

海・川にいたら
水辺から離れて
高台に逃げる

車を運転していたら
ハザードをつけてゆっくり
路肩に停車する

デパートなどにいた時は
頭を手荷物などで保護しながら
商品棚や看板から離れる

寝室では
布団で全身を覆いましょう

地震編～熊本市西区役所～地震編～熊本市西区役所～

クッションで
頭を守る

道幅よりも
高い壁

傾いている
壁

背より
高い壁

継ぎ足して
ある壁

ひび割れて
いる壁

屋根石には
鉄筋が入って
いないよ

すかし
ブロックには
鉄筋が入って
いないよ

危険なブロック塀は・・・危険なブロック塀は・・・22まずは自分の身を守ろうまずは自分の身を守ろう11

外を歩いて危険な所をチェックしよう！外を歩いて危険な所をチェックしよう！33

防災マップを書いてみよう！防災マップを書いてみよう！44
災害がおきたらみんなが被災者になります。
だから「誰かがやってくれる」と受け身でなく、自分
ができることを一人ひとりがやりませんか？
いつも災害を意識して緊張して暮らそう、というの
ではありません。
いつもの暮らしの中に、災害時に役に立つ入口が
あることに気がついてほしいのです。
そうしたら、備えることが習慣になり、ムリなく続

けていけると思います。
そして、１人ひとりのできることをつないでいけ
ば、ふだんも、災害時も乗り越えられることがた
くさんあると思うのです。
あの時の苦しみや悲しみ、困ったことを、もう繰
り返さないように災いの教訓を忘れない「忘災」
をわたしたちが未来へつないでいきましょう。

❶家で一人でいた時の待ち合わせ場所は？

❷学校に子どもを迎えに行くのは誰？

日頃からの家族での決め事

❸登下校中の避難場所を作ろう
（家から学校までの通学時に災害にあったらどこに避難する？）

P

新築のビル
※窓ガラスに注意

自動販売機

電柱

…安全、役に立つ

…危険、注意

自宅

小学校

マンホール

鳥居

ブロック塀

●●商店

店の看板 公衆電話

コインパーキング
※車が来ないか注意

瓦屋根
※瓦は屋根に沿って
　落ちる

このマークを覚えておこう

通学路

エレベーターの中
すぐに全階のボタンを押して
止まった階で降りる

エレベーターの中
すぐに全階のボタンを押して
止まった階で降りる

逃げ道を確保して、
フタなどで頭を保護する

お風呂では

手荷物などで頭を守りながら
安全な場所に移動する

街では
普段からつり革や手すりに
つかまっておきましょう

乗り物に乗っていたら
普段からつり革や手すりに
つかまっておきましょう

乗り物に乗っていたら

閉じ込められないように
ドアを開ける

トイレでは
閉じ込められないように
ドアを開ける

トイレでは

身近な物で頭を守りながら
安全な空間に移動する

リビングでは

重たい
石の壁

もしもに備えるいつももしもに備えるいつももしもに備えるいつも

歌うママ防災士　柳原 志保より

※耐震ができて
　いる場合

※１７１にかけよう

※ただし、絶対○や×になるとは限りません！

エスカレーターの上
ベルトにしっかり捕まって
倒れないように気をつける

エスカレーターの上
ベルトにしっかり捕まって
倒れないように気をつける

東日本大震災・熊本地震を経験したお母さん

無理に火を消そうとせず
なるべく早く離れる

キッチンでは
無理に火を消そうとせず
なるべく早く離れる

キッチンでは


